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私
は
、
大
学
の
医
局
時
代
か
ら
医
学
研
究
、
医
育
者
時
代
を
経
て
現
在
の
医
院
長
に

至
る
ま
で
に
長
い
医
人
生
活
を
送
っ
て
き
ま
し
た
。
現
在
も
患
者
を
直
接
診
療
し
、
頼

っ
て
く
る
方
々
を
は
じ
め
、
診
療
上
問
題
と
な
る
よ
う
な
方
な
ど
に
直
接
た
ず
さ
わ
っ

て
い
ま
す
。
と
言
っ
て
も
、
私
の
出
来
る
範
囲
、
私
が
や
ら
ね
ば
な
ら
な
い
範
囲
に
と

ど
め
、
必
要
が
あ
る
と
き
は
、
他
の
医
師
の
力
を
借
り
た
り
、
専
門
的
な
医
療
を
お
願

い
す
る
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。
こ
う
い
っ
た
関
係
か
ら
、
患
者
の
な
か
に
は
、
初
診
か

ら
今
日
ま
で
、
二
十
―
三
十
年
に
も
及
ん
で
、
長
い
つ
き
あ
い
の
方
も
あ
り
ま
す
し
、

急
変
時
に
の
み
診
察
に
見
え
ら
れ
る
方
も
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。 

 

患
者
が
一
般
に
一
人
の
医
師
に
長
い
間
頼
り
た
が
る
の
は
ど
う
い
う
わ
け
か
と
考
え

て
み
る
と
、
そ
れ
は
、
自
分
を
よ
く
知
っ
て
い
る
医
師
に
か
か
り
た
い
、
こ
と
に
信
頼

し
て
い
る
医
師
を
尋
ね
て
ゆ
く
と
言
う
人
情
か
ら
出
た
こ
と
で
あ
り
ま
す
。
こ
の
こ
と

は
、
多
く
の
医
師
が
等
し
く
経
験
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。
で
は
、
そ
の
よ

う
に
自
分
を
頼
っ
て
き
た
患
者
を
引
き
受
け
た
医
師
と
し
て
ど
う
す
る
か
。
や
は
り
人

間
と
し
て
大
い
に
責
任
を
覚
え
て
、
出
来
る
だ
け
力
を
つ
く
し
て
や
り
た
い
と
思
う
の

が
当
然
で
あ
り
、
ま
た
人
情
で
も
あ
り
ま
す
。
し
か
し
、
医
師
で
あ
る
以
上
、

病
い
を
持
つ
人
間
を
治
す
医
師
、
す
な
わ
ち
、
い
わ
ゆ
る
良
医
（
名
医
）
た

る
べ
き
で
あ
り
ま
す
。
病
気
だ
け
を
治
そ
う
と
す
る
「
た
だ
の
医
師
」
で
あ

っ
て
は
な
ら
な
い
の
で
す
。
良
医
に
な
る
た
め
に
は
、
ま
ず
、
人
間
の
も
つ

疾
病
を
出
来
る
だ
け
完
全
か
つ
正
確
に
把
握
す
る
の
を
原
則
と
し
ま
す
が
、

そ
の
際
、
人
間
と
し
て
の
身
体
的
お
よ
び
精
神
的
条
件
と
と
も
に
、
環
境
を

も
充
分
考
え
て
診
療
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。 

 

個
人
の
持
つ
身
体
的
条
件
と
し
て
は
年
齢
、
性
、
体
質
、
栄
養
状
態
な
ど
、

精
神
的
条
件
と
し
て
は
、
知
能
、
性
格
、
人
格
な
ど
を
考
慮
に
入
れ
る
必
要

が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
環
境
と
し
て
は
、
一
方
に
患
者
の
家
族
、
周
囲
の
人
、

社
会
的
立
場
な
ど
人
的
環
境
が
あ
り
、
他
方
に
は
、
そ
の
職
業
、
経
済
状
態
、

住
居
、
自
然
界
な
ど
の
物
的
環
境
が
あ
っ
て
、
こ
れ
を
よ
く
知
っ
て
考
え
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
病
い
を
も
つ
人
間
を
こ
う
し
て
み
る
と
、
各
人
、
千

差
万
別
で
あ
り
ま
す
。
そ
の
正
し
い
判
断
は
個
々
人
別
々
に
行
う
べ
き
で
、

そ
れ
は
け
っ
し
て
容
易
で
あ
る
と
は
い
え
ま
せ
ん
。
最
近
は
医
療
も
、
診
療

所
、
病
院
で
為
さ
れ
る
ば
か
り
で
な
く
福
祉
施
設
に
も
治
療
を
要
す
る
方
が

多
く
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
。 

 

そ
こ
で
福
祉
施
設｢

望
洋
荘｣

で
働
く
方
々
に
お
願
い
が
あ
り
ま
す
。
こ
こ

に
住
む
方
々
は
私
た
ち
職
員
の
家
族
と
同
じ
で
す
。
何
ら
か
の
病
い
を
全
て

の
方
が
持
っ
て
い
ま
す
。
如
何
に
現
状
維
持
と
し
て
の
健
康
保
持
を
す
る
か

の
気
配
り
を
す
る
こ
と
に
心
が
け
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
各
人
に
適
っ
た

身
体
的
、
精
神
的
、
そ
れ
に
生
活
環
境
の
改
善
を
前
向
き
に
構
築
し
た
い
も

の
で
す
。
良
医
に
も
劣
ら
な
い
良
介
護
士
を
め
ざ
し
入
居
者
様
か
ら
、「
た

だ
の
介
護
士
」
と
い
わ
れ
な
い
よ
う
に
し
た
い
も
の
で
す
ね
。 
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八
月
十
九
日
（
日
）
午
後
七
時
よ
り
正
面
玄
関
前
に
て
「
花

火
大
会
」
を
開
催
致
し
ま
し
た
。
施
設
で
の
花
火
大
会
も
二

回
目
と
な
り
ま
す
が
、
今
年
は
、
多
く
の
ご
家
族
に
も
参
加

い
た
だ
き
、
入
居
者
の
皆
様
方
と
て
も
嬉
し
そ
う
で
し
た
。

ま
た
、
ご
家
族
様
か
ら
花
火
や
果
物
な
ど
差
し
入
れ
も
戴
き
、

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
今
年
は
、
女
子
職
員
の
多
く

が
浴
衣
姿
で
あ
っ
た
為
、
参
加
し
た
皆
様
か
ら
盆
踊
り
で
も

や
る
の
か
な
と
期
待
さ
れ
て
い
た
よ
う
で
す
。 

                  

  

八
月
十
八
日
（
土
）
夕
方
に
昨
年
に
引
続
き
「
沼
ノ
内
夏

祭
り
」
の
見
学
に
行
っ
て
来
ま
し
た
。
和
太
鼓
の
演
奏
を
聴

い
た
り
、
小
中
学
生
の
ヨ
サ
コ
イ
や
じ
ゃ
ん
が
ら
を
見
た
り
、

入
居
者
様
も
自
然
と
身
体
を
リ
ズ
ム
に
合
わ
せ
踊
ら
れ
て
お

り
ま
し
た
。
ま
た
出
店
で
は
、
自
分
の
食
べ
た
い
物
を
そ
れ

ぞ
れ
購
入
し
て
食
べ
ら
れ
て
い
ま
し
た
。 

 
 

                   

   
 

八
月
十
一
日
（
土
）
午
後
よ
り
永
崎
ユ
ニ
ッ
ト
の
バ
ル

コ
ニ
ー
に
て
「
夏
祭
り
」
を
開
催
致
し
ま
し
た
。
あ
ま
り
外

出
す
る
事
が
出
来
な
い
入
居
者
様
が
多
く
、
色
々
と
イ
ベ
ン

ト
を
考
え
て
行
な
わ
れ
ま
し
た
。
本
物
の
金
魚
を
使
っ
て
の

金
魚
す
く
い
、
大
き
な
た
ら
い
を
使
っ
て
の
足
湯
、
ス
イ
カ

割
り
な
ど
、
写
真
で
も
わ
か
る
様
に
、
本
当
に
楽
し
そ
う
に

い
い
表
情
で
し
た
。
お
や
つ
に
は
、
カ
キ
氷
や
ス
イ
カ
を
美

味
し
そ
う
に
召
し
上
が
り
、
皆
様
大
満
足
で
あ
り
ま
し
た
。 

                  

「
花
火
大
会
」
望
洋
荘
玄
関
前 

「
沼
ノ
内
夏
祭
り
見
学
」
豊
間
ユ
ニ
ッ
ト 

「
夏
祭
り
」
永
崎
ユ
ニ
ッ
ト 



三遊亭 歌之介 師匠 
（第 19 回いわき寄席 H4.10.8） 

いとおしく 
ただいとおしく 

 恋ごころ 

三遊亭 歌之介 師匠 
（第 19 回いわき寄席 H4.10.8） 

吸う息では 
笑えないんだな． 

ワッハァハァ。 

鏡味 正二郎 師匠 
（第 93回いわき寄席H17.10.12） 
 

曲 芸 

新山 真理 師匠 
（第 71 回いわき寄席 H13.11.8） 

信じる者は 
すくわれる 

足元を…  

春風亭 小柳枝 師匠 
（第 62 回いわき寄席 H12.5.22） 

らくご好き 
笑がおにまさる 

化粧なし  

春風亭 柏枝 師匠 
（第 68 回いわき寄席 H13.5.21） 
 

一 笑 懸 命 
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「
い
わ
き
寄
席
」
出
演
者
の
直
筆
の
色
紙
を
紹
介
致
し
ま
す
。 

 

三
遊
亭 

歌
之
介
師
匠
の
作
品
で
す
。 

 

○
第
一
九
回
記
念
い
わ
き
寄
席 

平
成
四
年
十
月
八
日 

 
 

（
演
目
）
勘
定
板
、
芸
人
伝 

                     

 

春
風
亭 

柏
枝
師
匠
の
作
品
で
す
。 

○
第
六
八
回
記
念
い
わ
き
寄
席 

平
成
十
三
年
五
月
二
一
日 

 
 

（
演
目
）
錦
明
竹
、
ね
ず
み
、
お
見
立
て 

            
春
風
亭 

小
柳
枝
師
匠
の
作
品
で
す
。 

○
第
六
二
回
記
念
い
わ
き
寄
席 

平
成
十
二
年
五
月
二
二
日 

 
 

（
演
目
）
青
菜
、
井
戸
の
茶
碗
、
妾
馬 

           

 

新
山 

真
理
師
匠
の
作
品
で
す
。 

○
第
七
一
回
記
念
い
わ
き
寄
席 

平
成
十
三
年
十
一
月
八
日 

 
 

（
演
目
）
色
ど
り
漫
談 

            

鏡
味 

正
二
郎
師
匠
の
作
品
で
す
。 

○
第
九
三
回
記
念
い
わ
き
寄
席 

平
成
十
七
年
十
月
十
二
日 

 
 

（
演
目
）
太
神
楽 

           

「
い
わ
き
寄
席
」
出
演
者
の
色
紙
集
か
ら
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八
月
六
日
（
月
）
午
後
二
時
よ
り
、
豊
間
ユ
ニ
ッ
ト
の
入

居
者
様
が
平
本
町
通
り
の
七
夕
見
学
に
行
っ
て
来
ま
し
た
。

午
後
二
時
と
い
う
時
間
で
、
人
通
り
も
多
く
、
気
温
も
高
く
、

入
居
者
様
に
は
ち
ょ
っ
と
き
つ
か
っ
た
感
じ
が
し
ま
し
た
が
、

入
居
者
様
か
ら
は
、
久
し
ぶ
り
の
商
店
街
に
「
こ
こ
ら
辺
も

昔
に
較
べ
変
わ
っ
た
ね
」「
七
夕
飾
り
が
綺
麗
だ
ね
」
な
ど
と

話
が
は
ず
み
生
き
生
き
と
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
途
中
カ
キ
氷

で
涼
み
七
夕
を
大
い
に
楽
し
ま
れ
ま
し
た
。 

                  

同
じ
く
翌
々
八
月
八
日
（
水
）
午
前
十
時
よ
り
薄
磯
ユ
ニ

ッ
ト
の
入
居
者
様
も
七
夕
見
学
に
行
か
れ
ま
し
た
。
前
回
の

見
学
に
比
べ
過
ご
し
や
す
い
気
温
で
し
た
。
当
日
、
ご
家
族

様
と
現
地
で
待
ち
合
わ
せ
す
る
事
に
な
っ
て
お
り
、
一
緒
に

見
学
す
る
事
が
出
来
ま
し
た
。
入
居
者
様
の
中
に
は
、
以
前

こ
の
商
店
街
で
働
い
て
い
た
方
も
お
ら
れ
、
そ
の
お
店
の
前

で
、
店
員
さ
ん
と
久
し
ぶ
り
の
再
会
に
お
互
い
懐
か
し
が
る

場
面
も
あ
り
ま
し
た
。
ま
た
、
ス
イ
カ
の
差
し
入
れ
ま
で
い

た
だ
き
有
難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
皆
様
、
七
夕
飾
り
や
出
店

な
ど
を
楽
し
そ
う
に
見
学
さ
れ
て
い
ま
し
た
。 

                  

  

九
月
十
七
日
（
敬
老
の
日
）
午
後
十
一
時
三
〇
分
～ 

「
第
四
回 

望
洋
荘
ま
つ
り
」 

場 

所 

望
洋
荘
多
目
的
ホ
ー
ル
（
塩
屋
岬
広
場
）  

内 

容 

プ
ロ
グ
ラ
ム 

１.

開
会
宣
言 

 
 
 
 

４.

余
興 

２.

理
事
長
挨
拶       

 
 

和
太
鼓
・じ
ゃ
ん
が
ら
等 

３.

来
賓
者
祝
辞
・挨
拶 

 

５.

閉
会
宣
言 

 

◎
バ
ザ
ー
コ
ー
ナ
ー 

 

◎
模
擬
店
コ
ー
ナ
ー 

 
 
 

焼
き
そ
ば 

 
 
 

綿
あ
め 

 
 
 

豚
汁(

家
族
会)

 

あ
ん
ま
ん
・肉
ま
ん 

 
 
 

フ
ラ
ン
ク
フ
ル
ト 

 

焼
き
鳥
・・・等 

 

【
九
月
の
お
誕
生
会
予
定
】 

九
月 

一 

日
（
水
）
午
前
十
時
～ 

 
 

勿
来 

大
谷 

サ
タ
子
様
（
九
一
歳
）
誕
生
会 

九
月 

五 

日
（
水
）
午
後
二
時
三
〇
分
～ 

 
 

永
崎 

涌
井 

マ
サ
子
様
（
八
七
歳
）
誕
生
会 

九
月 

十 

日
（
月
）
午
後
二
時
三
〇
分
～ 

 
 
 

永
崎 

大
平 

孝
雄 

様
（
六
七
歳
）
誕
生
会 

九
月
十
五
日
（
土
）
午
前
十
時
～ 

 
 
 

勿
来 

長
谷
川 

イ
ク
様
（
八
九
歳
）
誕
生
会 

九
月
十
五
日
（
土
）
午
前
十
時
～ 

 
 
 

勿
来 

中
村 

伸
平 

様
（
八
四
歳
）
誕
生
会 

 

九
月
二
五
日
（
火
）
午
前
十
時
～ 

 
 
 

豊
間 

大
槻 

タ
マ 

様
（
九
二
歳
）
誕
生
会 

        

「
七
夕
見
学
」
平
本
町
通
り 

編
集
後
記 

『
望 

洋 

荘
』
便
り 

平
成
十
九
年
八
月
三
十
一
日
発
行 

発
行
所 

い
わ
き
市 平

豊
間
字
合
磯
三
十
九
番
地 

 
 

 
 

社
会
福
祉
法
人 

り
ん
さ
く
福
祉
会 

 
 
 
 
 

 
 

介
護
老
人
福
祉
施
設 

望
洋
荘 

電 

話 
 

（
０
２
４
６
）
５
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３
７
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Ｆ
Ａ
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（
０
２
４
６
）
５
５
‐
７
２
５
５ 

九
月
の
行
事
予
定 


